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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内部に揮散剤を収容し、底部、胴部、肩部、及び口部を有するボトル状の容器本体と、
　倒立状態とした前記容器本体に下方から被さり、該容器本体の前記口部及び前記肩部を
覆うカバーと、を備えた揮散剤容器であって、
　前記カバーの側壁は、ヒンジを介して連結する側壁蓋部を有し、
　前記側壁蓋部は、該側壁蓋部の少なくとも一部を全周にわたって覆うカバーフィルムに
よって、外側への揺動変位が阻止され、
　前記側壁蓋部の内面に、前記カバーの内側に向かって下方に傾斜する傾斜部を前記容器
本体の肩部に当接させて、該容器本体を下方から支持する一方、前記カバーフィルムを除
去して該容器本体を押し込むことで、該容器本体の胴部を該傾斜部に沿わせて該側壁蓋部
を外側へ揺動変位させる支持部を設けた、ことを特徴とする揮散剤容器。
【請求項２】
　前記容器本体が、前記口部を封止する中栓を備え、
　前記カバーの底壁に、前記中栓に向かって立設された、容器本体の押し込みに伴って、
中栓を開封させる突起を設けた、請求項１に記載の揮散剤容器。
【請求項３】
　前記突起の外側に、容器本体の開封に伴い、注出させた内容物を含浸させる揮散部材を
設けた、請求項１または２に記載の揮散剤容器。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、揮散剤容器に関し、特には、容器本体を開封し、揮散剤を揮散させる状態と
するための操作を簡易化するとともに、開封状態にあることを外観から容易に確認可能に
しようとするものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、芳香剤等の揮散剤を内部に収容した容器本体を、倒立した状態で使用する揮散剤
容器として、例えば特許文献１に記載されるようなものが知られている。このような揮散
剤容器は、開封して使用する際、容器本体の口部側に設けられているカバー等を容器本体
から一旦取外し、容器本体の開封操作を施した後に、再度、カバー等を取付けることを必
要とするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平７－１５５３６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記のような揮散材容器の場合、カバーの着脱、容器本体の開封等の一
連の操作の中で、容器の転倒、落下によって内容物が流出したり、使用説明と異なる操作
をして不具合が発生したりする虞があった。また、上記のような揮散剤容器は、開封した
か否かを外観からでは判断し難いものであった。
【０００５】
　それゆえ本発明は、容器本体を開封し、揮散剤を揮散させる状態とするための操作を簡
易化させるとともに、開封状態にあることを外観から容易に確認することができる揮散剤
容器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る揮散剤容器は、内部に揮散剤を収容し、底部、
胴部、肩部、及び口部を有するボトル状の容器本体と、倒立状態とした前記容器本体に下
方から被さり、該容器本体の前記口部及び前記肩部を覆うカバーと、を備えた揮散剤容器
であって、前記カバーの側壁は、ヒンジを介して連結する側壁蓋部を有し、前記側壁蓋部
は、該側壁蓋部の少なくとも一部を全周にわたって覆うカバーフィルムによって、外側へ
の揺動変位が阻止され、前記側壁蓋部の内面に、前記カバーの内側に向かって下方に傾斜
する傾斜部を前記容器本体の肩部に当接させて、該容器本体を下方から支持する一方、前
記カバーフィルムを除去して該容器本体を押し込むことで、該容器本体の胴部を該傾斜部
に沿わせて該側壁蓋部を外側へ揺動変位させる支持部を設けた、ことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の揮散剤容器は、前記容器本体が、前記口部を封止する中栓を備え、前記
カバーの底壁に、前記中栓に向かって立設された、容器本体の押し込みに伴って、中栓を
開封させる突起を設けることが好ましい。
【０００８】
　また、本発明の揮散剤容器は、前記突起の外側に、容器本体の開封に伴い、注出させた
内容物を含浸させる揮散部材を設けることが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の揮散剤容器によれば、容器本体を開封し、揮散剤を揮散させる状態とするため
の操作を簡易化させるとともに、開封状態にあることを外観から容易に確認することがで
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きる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】(ａ)は、本発明の一実施形態に係る揮散剤容器の未開封状態を示す部分断面図で
あり、（ｂ）は、図１(ａ)のＡ－Ａ断面図である。
【図２】(ａ)は、図１の揮散剤容器の開封状態を示す部分断面図であり、（ｂ）は、図２
(ａ)に示す揮散剤容器の上面図である。
【図３】(ａ)は、本発明の他の実施形態に係る揮散剤容器の未開封状態を示す部分断面図
であり、（ｂ）は、図３(ａ)のＢ－Ｂ断面図である。
【図４】(ａ)は、図３の揮散剤容器の開封状態を示す部分断面図であり、（ｂ）は、図４
(ａ)に示す揮散剤容器の上面図である。
【図５】図３の揮散剤容器の動作を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図１、２を参照して、本発明の一実施形態に係る揮散剤容器について詳細に例示
説明する。なお、本例の揮散剤容器は倒立状態で使用されるものであるため、倒立状態を
基準として説明する。
【００１２】
　図１、２に示すように、揮散剤容器１は、カバーフィルム１０と、容器本体２０と、カ
バー３０と、揮散部材４０と、中栓５０とを備える。容器本体２０、カバー３０、中栓５
０は、本例ではいずれも樹脂製とするが、その他の材質を用いることも可能である。
【００１３】
　本実施形態において、容器本体２０は、底部２１、胴部２２、肩部２３及び口部２４を
有し、内部に揮散剤Ｒを収容するボトル状をなしている。容器本体２０は、底部２１が略
正方形をなし、胴部２２が略長方形の４つの側面からなる角壜状をなしている。また、容
器本体２０の口部２４には、口部２４を封止する中栓５０が液密に嵌合されている。中栓
５０は、リング状の環状底面部５１と、この環状底面部５１の外周縁部に立設された外筒
部５２と、環状底面部５１の内周縁部に立設された内筒部５３とによって容器本体２０の
口部２４に嵌合している。また、内筒部５３の上端縁部の内側に張設された天板部５４に
よって容器本体２０の口部２４が封止されている。天板部５４は、厚さの薄くなった環状
の薄肉部５４ａを有し、突起３８が天板部５４を貫通する際に、この薄肉部５４ａを起点
として天板部５４が破断される。また、本発明において揮散剤Ｒは特に限定されるもので
はなく、例えば、芳香剤、消臭剤、除湿剤、又は虫除け剤などの揮散性の液体、または、
ゲル状の粒状体等とすることができるが、この例では液体の芳香剤としている。
【００１４】
　カバー３０は、倒立状態とした容器本体２０に下方から被さり、該容器本体２０の口部
２４及び肩部２３を覆っている。また、カバー３０は、容器本体２０の胴部２２を取り囲
むように配置される側壁３１及び、管状の側壁３１の下端に設けられた底壁３２を有する
。カバー３０の側壁３１は、ヒンジ３３を介して連結する側壁蓋部３４を有し、この例で
は、一組の対向する側壁３１にそれぞれ側壁蓋部３４が形成され、底壁３２まで延びて、
底壁３２の一部を形成している。この例においては、側壁３１に形成された薄肉部分をヒ
ンジ３３としている。図１（ａ）に示す未開封状態の揮散剤容器１において、側壁蓋部３
４は、側壁３１の全周を覆うカバーフィルム１０によって外側への揺動変位が阻止されて
いる。また、各側壁蓋部３４の内面には、支持部としての支持リブ３５が設けられ、その
上端に形成された傾斜部３５ａを、容器本体２０の肩部２３に当接させて、容器本体２０
を下方から支持している。また、傾斜部３５ａは、カバー３０の内側に向かって下方に傾
斜しており、これに対応する容器本体２０の肩部２３は、傾斜部３５ａに略平行に傾斜し
ている。底壁３２の上面には、揮散部材４０を介して揮散される揮散剤Ｒを透過させるた
めの溝３２ａが複数形成されている。
【００１５】
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　カバー３０の底壁３２の中央には、上記の中栓５０に向かって尖頭状の突起３８が上方
に向けて形成されている。突起３８には、上下方向にわたる複数の凹状（図示省略）が形
成されている。すなわち、突起３８によって破断開封され、容器本体２０の口部２４から
流出した揮散剤Ｒは、当該凹状および上記の溝３２ａを介して揮散部材４０まで移動する
ことができる。なお、溝３２ａに代えて、突条を設けても良い。なお、凹状に代えて、凸
条としても良い。突起３８の高さは、容器本体２０の肩部２３と、支持リブ３５の傾斜部
３５ａとが当接した未開封状態で、突起３８の先端部が中栓５０の天板部５４からわずか
に離間する程度の高さになっており、容器本体２０を押し下げて、環状底面部５１と、底
壁３２が接触した状態では、突起３８は中栓５０の天板部５４を突き破り貫通する。
【００１６】
　また、この例において、カバー３０は、側壁３１の内面上端付近に、仮保持凸部３６を
有し、容器本体の胴部２２の外面には、この仮保持凸部３６と係合して、カバー３０に対
する容器本体２０の上方移動を防止する係合凸部２５を有する。
【００１７】
　カバー３０の底壁３２上には、リング状の揮散部材４０が配置されている。揮散部材４
０は本例では、例えば不織布などの、液体を吸収し湿潤する部材からなっている。
【００１８】
　カバーフィルム１０は、側壁蓋部３４の少なくとも一部を全周にわたって覆っている。
この例では、カバーフィルム１０は、容器本体２０の底部２１の上面から、カバー３０の
底壁３２の下面まで、容器本体２０の中心軸Ｏの周りで周方向に全周にわたって覆ってい
る。これにより、側壁蓋部３４の外側への揺動変位が阻止するとともに、容器本体２０が
カバー３０に対して離間方向に移動することを制限している。また、カバーフィルム１０
は、例えば熱収縮フィルムとすることができ、図や文字等の装飾を施すことも可能である
。また、カバーフィルム１０は、ミシン目等を形成することにより、それを起点として、
容易に容器本体２０及びカバー３０から剥がし取ることができる。なお、図示のカバーフ
ィルム１０は、容器本体２０及びカバー３０に対して隙間を空けて配置されているように
示されているが、実際には、カバーフィルム１０の内面は容器本体２０及びカバー３０の
外面に接触して配置されている。
【００１９】
　上記構成を有する揮散剤容器１は、カバーフィルム１０を除去しなければ、支持リブ３
５の働きによって、容器本体２０をカバー３０に押し込むことができないため、誤って開
封されて揮散剤Ｒが外部に流出してしまう虞がなく、安全に取扱うことができる。また、
本実施形態の揮散剤容器１は、容器本体２０の底部２１の上面から、カバー３０の底壁３
２の下面まで、すなわち、揮散剤容器１の全長にわたって、カバーフィルム１０によって
覆われているため、カバーフィルム１０の除去前に、容器本体２０とカバー３０とが分離
する虞がない。したがって、運搬時や保管時における容器本体２０またはカバー３０の脱
落等を防止することができる。また、揮散剤容器１は、カバーフィルム１０を除去して使
用することを前提とするため、カバーフィルム１０が除去されていない場合には、揮散剤
容器１が未開封状態であることを外観から容易に確認することができる。
【００２０】
　上記構成を有する揮散剤容器１を使用する際には、先ず、カバーフィルム１０を除去す
る。そして、容器本体２０を、カバー３０に対して下方に押し込むと、肩部２３の下方へ
の変位にて側壁蓋部３４がヒンジ３３を支点として外側へ開き始め、胴部２２が傾斜部３
５ａに押し当たって、該側壁蓋部３４を外側へ揺動変位させることができる。また、この
容器本体２０の下方への変位に伴って、容器本体２０の口部２４を封止している中栓５０
の天板部５４が、カバー３０の突起３８によって破断され、注出した揮散剤Ｒが揮散部材
４０に含浸し、揮散を開始する。すなわち、上記構成を有する本実施形態の揮散剤容器１
によれば、図１（ａ）、（ｂ）に示した未開封状態から、カバーフィルム１０を除去し、
容器本体２０を押し下げる操作のみによって、図２（ａ）、（ｂ）に示すような、揮散剤
Ｒを揮散させる開封状態にすることができる。したがって、容器本体２０を開封し、揮散
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剤Ｒを揮散させる状態とするための操作を大幅に簡易化することができ、開封操作の途中
で起こりうる、容器の転倒、落下によって揮散剤が流出したり、使用説明と異なる操作を
して不具合が発生したりする虞も、低減することができる。
【００２１】
　また、図２（ａ）、（ｂ）に示すように側壁蓋部３４が外側に開くことで、揮散剤容器
１が開封状態にあることを外観から容易に確認することができる。さらに、側壁蓋部３４
が外側に開くことにより、揮散剤容器１の内部、特には、揮散部材４０の周囲を流れる空
気の流路が形成されるため、新たに空気流路を拡大することなく、揮散剤Ｒの揮散効果を
向上させることができる。
【００２２】
　次に、本発明の他の実施形態について、図３～図５を参照して説明する。
　図３に示すように、揮散剤容器１０１は、先の実施形態と同様に、倒立状態とした容器
本体１２０と、容器本体１２０を下方から支持するカバー１３０と、外側からこれら容器
本体１２０およびカバー１３０を覆うカバーフィルム１１０とを備える。
【００２３】
　容器本体１２０は、底部１２１、胴部１２２、肩部１２３及び口部１２４を有し、内部
に揮散剤Ｒを収容するボトル状をなしている。容器本体１２０は、底部１２１が略円形を
なし、胴部１２２が略円筒形となっている。口部１２４の外周面には、雄ねじ部１２４ｓ
が形成されている。また、容器本体１２０の口部１２４には、口部１２４を封止する中栓
１５０が液密に嵌合されている。中栓１５０は、リング状の環状底面部１５１と、この環
状底面部１５１の外周縁部に立設された外筒部１５２と、環状底面部１５１の内周縁部に
立設された内筒部１５３とによって容器本体１２０の口部１２４に嵌合し、内筒部１５３
の上端縁部の内側に張設された天板部１５４によって容器本体１２０の口部１２４が封止
されている。
【００２４】
　カバー１３０は、倒立状態とした容器本体１２０に下方から被さり、該容器本体１２０
の口部１２４及び肩部１２３を覆っている。また、カバー１３０は、容器本体１２０の胴
部１２２を取り囲むように配置される円筒状の側壁１３１及び、側壁１３１の下端に設け
られた底壁１３２を有する。カバー１３０の側壁１３１は、ヒンジ１３３を介して連結す
る側壁蓋部１３４を有する。図３（ａ）に示す未開封状態の揮散剤容器１０１において、
側壁蓋部１３４は、側壁１３１の全周を覆うカバーフィルム１１０によって外側への揺動
変位が阻止されている。また、各側壁蓋部１３４の内面には支持リブ１３５が設けられ、
その上端に形成された傾斜部１３５ａを、容器本体１２０の肩部１２３に当接させて、容
器本体１２０を下方から支持している。また、傾斜部１３５ａは、カバー１３０の内側に
向かって下方に傾斜しており、これに対応する容器本体１２０の肩部１２３は、傾斜部１
３５ａに略平行に傾斜している。
【００２５】
　図３（ａ）、（ｂ）に示すように、本実施形態のカバー１３０は、底壁１３２の上面か
ら立設する内側壁部１３９を有する。内側壁部１３９の内周面には、雌ねじ部１３９ｓが
形成され、この雌ねじ部１３９ｓは、容器本体１２０の口部１２４の外周面に形成された
雄ねじ部１２４ｓに対応している。また、内側壁部１３９には、高さ（軸）方向に延在す
る２本の対向するスリット１３９ａが形成されている。開封後に容器本体１２０から注出
された揮散材Ｒはこのスリット１３９ａを通って、揮散部材１４０側に移動する。また、
底壁１３２の上面には、揮散部材１４０を介して揮散される揮散剤Ｒを透過させるための
溝１３２ａが複数形成されている。また、カバー１３０の底壁１３２の中央には、先の実
施形態と同様に中栓１５０に向かって尖頭状の突起１３８が上方に向けて形成されている
。また、カバー１３０の底壁１３２上には、揮散材Ｒを含浸するための、リング状の揮散
部材１４０が配置されている。
【００２６】
　カバーフィルム１１０は、先の実施形態と同様に、容器本体１２０の底部１２１の上面
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から、カバー１３０の底壁１３２の下面まで、容器本体の中心軸Ｏの周りで周方向に全周
にわたって覆っている。
【００２７】
　上記構成を有する揮散剤容器１０１は、図３（ａ）、（ｂ）に示す未開封状態において
、容器本体１２０が、カバー１３０の支持リブ１３５によって、下方から支持されている
。また、容器本体１２０の口部１２４に形成された雄ねじ部１２４ｓの上面と、カバー１
３０に形成された内側壁部１３９の雌ねじ部１３９ｓの下面とが係合しており、容器本体
１２０とカバー１３０とが離間する方向の移動が制限されている。なお、この例において
は、容器本体１２０とカバー１３０とが離間する方向の移動はカバーフィルム１１０によ
っても制限されている。
【００２８】
　揮散剤容器１０１を開封して使用する際には、カバーフィルム１１０を除去した後、容
器本体１２０をカバー１３０に対して中心軸Ｏの周りで回転させることで、容器本体１２
０をカバー１３０に押し込む（ねじ込む）ことができる。これにより、先の実施形態と同
様に、肩部１２３の下方への変位にて側壁蓋部１３４がヒンジ１３３を支点として外側へ
開き始め、胴部１２２が傾斜部１３５ａに押し当たって、該側壁蓋部１３４を外側へ揺動
変位させることができる。また、この容器本体１２０の下方への変位に伴って、容器本体
１２０の口部１２４を封止している中栓１５０の天板部１５４が、カバー１３０の突起１
３８によって破断され、注出された揮散剤Ｒがスリット１３９ａ、または溝１３２ａを介
して揮散部材１４０に含浸し、揮散を開始する。図４（ａ）、（ｂ）は、容器本体１２０
を最大までねじ込み、押し下げた状態を示している。この状態で、側壁蓋部１３４の開く
角度は最大となり、空気が揮散剤容器１０１の内部に流入し易くなるため、揮散剤Ｒの揮
散効果は大きくなる。
【００２９】
　本実施形態の揮散剤容器１０１は、先の実施形態で得られる効果に加えて、ねじ込み量
を調節することで、カバー１３０に対する容器本体１２０の高さを、任意の位置に設定す
ることが可能となる。これにより、図５に示すように、側壁蓋部１３４の開く角度を適宜
設定して、揮散剤容器１０１の内部に流入する空気の量を調節することが可能となる。す
なわち、揮散剤Ｒの揮散効果を増大させたい場合には、容器本体１２０をカバー１３０に
対して下方までねじ込むことで側壁蓋部１３４を大きく開かせ、逆に、揮散剤Ｒの揮散効
果を低減させたい場合には、容器本体１２０を逆方向に回転させて上昇させることで側壁
蓋部１３４の角度を小さくすることが可能となる。
【００３０】
　上述したところは、本発明の実施形態を例示したにすぎず、特許請求の範囲において、
種々の変更を加えることができる。例えば、上記実施形態では、支持部を支持リブ３５、
１３５として示したが、側壁蓋部の内面にリブ以外の凸部を形成したり、別個に成形した
部材を取付けたりすることによって、支持部を設けることも可能である。また、上記実施
形態では破断開封されるものとした中栓５０、１５０は、押込みによって容器本体の内側
に向かって外れる蓋のような部材としてもよい。また、先の実施形態の揮散剤容器１、１
０１は、上述の支持リブ３５、１３５の高さ、傾斜部３５ａ、１３５ａの傾斜角度等を変
化させることで、側壁蓋部３４の開く角度を所望の角度に設定することができ、揮散効果
を適宜、変更することも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　本発明によれば、容器本体を開封し、揮散剤を揮散させる状態とするための操作を簡易
化させるとともに、開封状態にあることを外観から容易に確認することができる揮散剤容
器を提供することができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１　揮散剤容器
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　１０　カバーフィルム
　２０　容器本体
　２１　底部
　２２　胴部
　２３　肩部
　２４　口部
　２５　係合凸部
　３０　カバー
　３１　側壁
　３２　底壁
　３２ａ　溝
　３３　ヒンジ
　３４　側壁蓋部
　３５　支持リブ（支持部）
　３５ａ　傾斜部
　３６　仮保持凸部
　３８　突起
　４０　揮散部材
　５０　中栓
　５１　環状底面部
　５２　外筒部
　５３　内筒部
　５４　天板部
　５４ａ　薄肉部
　Ｒ　揮散剤
【図１】 【図２】
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